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長野県環境影響評価技術委員会の意見 

（長野県佐久市メガソーラー発電所（仮称）事業に係る計画段階環境配慮書） 

 

［全般］ 

１ 事業実施想定区域は、近隣に国定公園が存在するなど、自然が豊かで清浄な環境の保

たれた地域であることに十分配慮し、環境への影響を回避又は極力低減するよう、対象

事業実施区域の設定や太陽光パネルの配置等を検討すること。また、それらの検討の経

緯及び内容については、環境影響評価方法書（以下｢方法書｣という。）以降の図書に適切

に記載すること。 

 

２ 環境保全措置の検討に当たっては、環境影響の回避・低減を優先的に検討し、代償措

置を優先することがないようにすること。また、自社の既設の太陽光発電所における  

知見等を積極的に活用し、適切な環境保全措置を検討すること。 

 

［事業計画］ 

３ 方法書以降の手続において、事業終了後の土地利用計画を可能な限り詳細に示すこと。 

 

［水質、水象］ 

４ 事業実施想定区域及びその周辺区域には、水道水源、湧水、沢及び用水路が存在して

いるため、太陽光パネルの配置等の検討に当たっては、雨水の流出量や浸透・涵養量の

変化について適切に調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、水質や水象への  

影響を回避又は極力低減すること。 

 

［植物、動物、生態系］ 

５ 事業実施想定区域及びその周辺区域には、国内で数カ所のエリアでのみ分布している

ヤエガワカンバ、クロビイタヤ、オニヒョウタンボク、ミヤマウラジロが生育している

可能性があるため、このエリアにおけるこれらの種の生育状況を調査し、その結果を  

踏まえ、適切な環境保全措置を検討すること。 

 

６ ヤエガワカンバ、オニヒョウタンボクなど湿性的な環境に依存する希少種が確認され

る可能性があるため、これらの種が確認された場合は、湿性条件の生育環境の保全に  

十分に配慮すること。 
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７ 注目すべき種として挙げられているチョウ類の中には、食草が普通種となっている種

もあるため、食草との関係や生活史を踏まえて適切な調査方法を検討し、方法書で示す

こと。 

 

８ 事業実施想定区域内のススキ群落、水田雑草群落、畑地雑草群落等にセセリチョウ科

及びシジミチョウ科の草原性チョウ類の希少種が生息している可能性があるため、太陽

光パネルの配置等の検討に当たっては十分に配慮すること。また、方法書以降の手続に

おいては、専門家等の助言を踏まえて適切に調査、予測及び評価を行い、環境保全措置

を検討すること。 

 

９ 事業実施想定区域は上信越自動車道に隣接していることから、ニホンイノシシやホン

シュウジカなど大型哺乳類の移動ルートについて、センサーカメラ等を用いて適切に調

査するとともに、必要に応じてこれらの種が高速道路に入り込まないための措置を検討

すること。 

 

［触れ合い活動の場］ 

10 事業実施想定区域の近隣には妙義荒船佐久高原国定公園が存在するが、国定公園は 

触れ合い活動の場としても重要であるため、太陽光パネルの配置等の検討に当たっては

十分に配慮すること。また、方法書以降の手続において、適切に調査、予測及び評価を

行い、環境保全措置を検討すること。 

 

［文化財］ 

11 事業実施想定区域及びその周辺区域には埋蔵文化財が多く分布しているため、太陽光

パネルの配置等の検討に当たっては十分に配慮すること。また、方法書以降の手続にお

いて、適切に調査、予測及び評価を行い、環境保全措置を検討すること。 

 

［光害］ 

12 事業実施想定区域は上信越自動車道に隣接しており、太陽光パネルの反射光による運

転者への影響が懸念されることから、太陽光パネルの配置等の検討に当たっては十分に

配慮すること。また、方法書以降の手続において、適切に調査、予測及び評価を行い、

環境保全措置を検討すること。 

 


